
活 動 報 告 

 

かながわジュニア・フォレスター教室 2023 第 2 回｢森で遊ぼう｣ 

 

日 時：10 月 21 日(土) 8：30～16：00 天気：曇時々晴 

場 所：神奈川県立秦野戸川公園園路及びバーベキュー場 

参加者：36名（子ども 23名、大人 13名） 

JFIK スタッフ：12 名、公財）かながわトラストみどり財団：1 名、看護師：1 名 

 

概 要： 

3 年振りの開催となった昨年は定員の倍近くの申し込みがあり盛況でした。今年も定員の 50 名ほどの

申し込みがありましたが、インフルエンザの流行の影響かキャンセルが相次ぎ、40 名の参加予定者とな

りました。さらに、当日もキャンセルがあり、36 名となりましたが予定通り 6 班体制でスタートしまし

た。 

 芝生広場で 9 時 15 より開会式とオリエンテーション。かながわトラストみどり財団藤本さんの挨拶の

あとスケジュール等の紹介、安全についてはヒルとスズメバチ等に注意すること、川に近づかないよう

に説明をしました。体操で身体をほぐした後班別に分かれて出発。園路を辿りつつ、植物と昆虫等の観察

です。満開のコスモス、大きな果実の付いたフジ、紅葉の始まったイロハモミジでは回転しながら落ちる

種子、落葉の始まったカツラ等、各リーダーの丁寧な説明を聞きながら参加者はバーベキュー場に向か

います。バーベキュー場に向かう手前の道ではカツラの落葉を拾い「醤油せんべい」の香りを体験しまし

た。 

 10 時 15 分よりメインイベントであるバウムクーヘン作りです。10 日前のスタッフのみの下見の経験

から、炭火おこしについては、マッチの使い方と着火剤への点火までは子供たちにやって貰いますが、そ

の後の炭火の調節はスタッフが行うようにした班が多くありました。またマッチでは擦って発火はでき

るが、その火を着火剤に付けることが子供達には難しかったようです。 

次にバウムクーヘン作りに取り掛かります。下見時のテストから生地がゆるくなり過ぎないように牛

乳の量に注意しました。次に節を抜いた直径約 10cm 長さ 1.5m の青竹の両端を 2 人で持ち、中央 30cm

の幅にお玉で生地を塗り回しながら炭火で焼きます。 

バウムクーヘン作りは各班に大きな違いが見られ、4 年生以上の多い班は焼き上がるまで頑張る場合が

多いのですが、下学年の場合 2,30 分で飽きてしまい、スタッフ、保護者のみで仕上げる班もあったよう

です。 

 出来上がったバウムクーヘンの形は班によりにバラつきが見られ、スズメバチの巣のように丸く仕上

がった班、横から見ると長方形になったもの等色々でした。少し冷やして両端を切り落とし青竹を回し

ならゆっくりバウムクーヘンを抜きます。切ったバウムクーヘンの断面は 12 から 20 年と班によって差

はありましたが、何れも見事な年輪が見られました。 

 持参の弁当での昼食後、調理道具の後片付けをします。そのあとデザートとして待望のバウムクーヘ

ンを食べました。どの班も大変美味しいとの事でしたが、子供たちは自分たちで焼き上げたという満足                                              

感も大きかったのだと思われます。 



 午後のプログラムは丸太を使ったクラフトです。大小の丸太を玉切りにして、そのままでコースター､ 
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絵や字を描いて名札、時計、二か所に孔を開け､紐を通してぶんぶんゴマ、小枝を削って鉛筆にしたブロ

ーチ等です。このうち玉切りは太い木では、子供には難物です。そこはスタッフ、保護者が手助けをしま

す。作品としてはぶんぶんゴマと名札に人気があったようです。ただ一つ残念なことは製作中にカッタ

ーによるケガが一件あったことです。軍手をすることと、カッターではなく準備した子供用切り出しナ

イフを使うことを徹底できなかったことが反省点となりました。                                              

 14 時半頃より感想文を作成して、全員近くの広場に移り閉会式を実施、各班の感想発表、修了書の授

与、理事長が講評を行いました。各チーム代表による感想は「バウムクーヘン作りが楽しく、美味しかっ

た」との内容が多くありましたが、「自然とのふれあいが楽しく、知らない人と仲良くできてまた参加し

たい」等、嬉しい内容もありました。 

 最後に子供のみの参加者を引率し、バーベキュー場を後にパークセンターに向かいました。 

 

かながわジュニア･フォレスター2023 第 2 回戸川公園「森で遊ぼう」集合写真 

 

 

                                           

 

 

                                                                                       



「イロハモミジの観察」 

 

 

「バームクーヘンを焼く」 
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「クラフトに挑戦」 

 

 


